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育苗期 における不良環境条件が苗生育 に及 ぼす影響
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1ま え が き

福島県では,近年機械移植の普及に伴い平坦部では稚苗,

中山間地では中苗移植が定着 している。その中で,移植期

および播種jlJが 早まったことによって,4～ 5月 の育苗期

間に低温等の不良条件に会い,多 くの障害が出やすくなっ

ている。そこでまず,低温が苗の生育にどのように影響を

与えるか,ま た低温をうけた苗がどのように回復するかを

品種および播種量を変えて行った試験結果について報告す

る。

表 1 サンプリングおよび調査方法

2試 験 方 法

(1塔種期 :lll和 53年 10月 1日 ,(2)品 種および播種量 :

トヨニシキ,ササミノリ,フ ジミノリ, ヨネンロ,南栄は

2∞ (′/箱 ),ササ=シキはllXl,200,31Xl(′ /箱 ),

(3)処理 :4日 間 4℃ 冷蔵庫で処理 (10月 8日 ～ 10月 12

日),(4)区 制 :1区 1箱 2区 制,(5)使用土壌 :場内水

日上壌 (埴壌土,PH63),(6)施肥量 :N― P20,=K20

2-3-2,タ チガレン6(7/箱 ),(7)調査 :表 1の

ように調査を行なった。遅延日数とは表 1に あるように,
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oは調査日

処理区が 20葉期に達する10月 18日 ′V22日 までの日数 と

した。

3試 験 結 果

処理時の標準区の苗生育は表 2の とおり,各品種 ,播種

量 ともに葉齢は11～ 12葉 ,草丈は 5`″ 前後 ,根数は南

栄を除き 4～ 5本 程度であった。

〔草丈 〕:草丈は処理終了後 4日 ではかなり抑制がみら

れ,品種間ではヨネシロ,ササニシキ,播種量間では播種

表 2 処理時の苗生育 (10月 8日 )

20葉期調査

了後 4日 調査

遅延日数

量が少ない区ほど抑制が大きい。処理区が 20葉 期になっ

た時点ではヨネシロ等はかなりの回復がみられるが,ササ

ニシキ,南栄はやや抑制されたままである。

〔地上部乾物重 〕:地上部乾物重も草丈と同様に抑制が

みられ,処理終了後 4日 ではササミノ
',サ

サニシキ, ヨ

ネシロで抑制が大きく,播種量では 100′ 播きが影響をう

けやすいが, トヨニシキは抑制が小さい。

〔根数〕:根数も同様に,処理終了後 4日 ではやや抑制

されているが,処理区が 20棄期になった時点でみると標

,`及び播場に)
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表 3 処理区の20葉期における苗生育 (草丈,根数,地上部乾物重は除く)

し,葉齢において早 く回復 してくる南栄,フ ジ ミノリ等

の品種 ,処理 日数 とほぼ同じ遅延するササ ミノリ,やや長

く遅延する トヨニシキ ,ササニツキ ,ヨ ネシロ等に分けら

れ ,遅延 日数が長 くなる品種は低温 を受けた場合に移植期

がお くれることも考えられる。橋種量間では,播種量が少

ない区ほど影響は大きく出やすいが,根数では影響が少な

ヤヽ。

図3 根数への影響

準区を上回る品種が多くなる。

〔遅延日数 〕:遅延日数をみると,南栄, フジミノソ,

ササヽノフ等の品種は遅延が少なく,ササニシキ,ヨ ネシ

ロは多い。やや耐冷性が強い南栄 ,フ ジミノリ等の品種が

遅延は少ないようであった。

〔充実度 〕:表 3を みると, 処理区が 20葉期 になった

時の充実度は,各品種 とも標準区を大きく上回っている。

特に トヨニシキ,フ ジミノリ,ササニシキの充実度が標準

区より高 くなる。これは草丈の抑制に対 して,地上部乾物

重の抑制が小さいまたは回復の早い品種が充実度が高 くな

っている。

以上のように低温処理 を与えた場合,生育の遅れは葉齢 ,

草丈 ,地 上部乾物重 ,根数等にあらわれるものの,その後

の生育の回復により,草丈の抑制に対 して地上部の乾物重

の回復が早 く,充実度の高い苗ができる場合もある。 しか

4 む  す  び

低温処理 による苗の地上部の生育 ,特 に葉齢等は品種に

よりやや影響が異なった。しか し苗が低温をうけ,急激に

回復する途上において多くの障害が出ているので,今後低

温を与えた直後の苗の生育を多方面からみていく必要があ

ると考 /tら れる。
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注 ( )内 の数字は標準区 20葉期を1∞ とした場合の比率。


